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第７回京都スタジアム（仮称）運営経営専門家会議 

平成３１年１月９日 

京都府文化スポーツ部 
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Ⅰ 工事の進捗状況等 
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工事の進捗状況 

 スタンド下段･･概成 
 スタンド上段･･段梁に着手 
 進捗率･･４７％（１２月末出来高）   

 平成30年12月2日撮影 
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工事の進捗状況 

期間 

作業 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

２０２０年 ２０１９年 ２０１８年 

主な工種 

基礎杭工事 

内外装・椅子設置・電気機械設備工事 

屋根工事 

基礎躯体工事 

検査 

フィールド工事 

地上躯体工事 

開設準備 

京都スタジアムの工事工程表 

１月 
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見学会 

 一般見学会･･第１回（12/16実施済、追加開催 1/13、1/20） 
 行政機関、府・市議会議員、大学等の見学希望･･約30回開催 
 亀岡市小中学生を対象とした見学会･･3月から開催。延べ1,400人を予定   
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広報活動 

１.府民だより 
 ・平成30年12月号から京都スタジアム（仮称）news連載開始 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２.電子媒体を活用した広報 
 ・スタジアムＳＮＳ開設  
 ・寄附金HP開設 
 ・スタジアム建設HP開設 
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広報活動 

３.サンガ試合会場での広報 
 ・京都府スタジアムＰＲブースの設置 
 ・サンガサポーターへのちらしまき 
 ・ハーフタイム中のPR映像投影 
 

 
 
 
 
 
 
４.メディアでの広報 
 ・知事記者会見 
 ・京都eyes 
 ・エフエム京都スポット 
 ・KBS京都きょうとほっと情報 
 ・KBS京都ふらりー 
 ・京都駅前電光掲示板 
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スタジアム寄附金 

 個人寄附金（平成30年12月末） 
  ・件数：４３３件 
  ・金額：２１,０６１,０１７円 

 企業寄附金 
  ・平成３１年開始予定 



施設の活用 

【NHK大河ドラマ「麒麟がくる」2020年】 
 →大河ドラマ館のスタジアム内への開設（内定） 
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ドラマ館 

関連施設（検討中） 

クライミング施設 
大河ドラマ館 

（予定） 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://www.sagano-kanko.co.jp/img/gallery/autumn_04.jpg&imgrefurl=https://www.sagano-kanko.co.jp/gallery.php&docid=tNZjLJXfOQp6LM&tbnid=Y1hHNDA6jk-bGM:&vet=10ahUKEwjJqv3l9_7eAhUQUt4KHXyLDSkQMwg-KAEwAQ..i&w=640&h=425&bih=823&biw=1200&q=%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%83%E3%82%B3%E5%88%97%E8%BB%8A %E5%86%99%E7%9C%9F&ved=0ahUKEwjJqv3l9_7eAhUQUt4KHXyLDSkQMwg-KAEwAQ&iact=mrc&uact=8
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://www.sagano-kanko.co.jp/img/gallery/autumn_04.jpg&imgrefurl=https://www.sagano-kanko.co.jp/gallery.php&docid=tNZjLJXfOQp6LM&tbnid=Y1hHNDA6jk-bGM:&vet=10ahUKEwjJqv3l9_7eAhUQUt4KHXyLDSkQMwg-KAEwAQ..i&w=640&h=425&bih=823&biw=1200&q=%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%83%E3%82%B3%E5%88%97%E8%BB%8A %E5%86%99%E7%9C%9F&ved=0ahUKEwjJqv3l9_7eAhUQUt4KHXyLDSkQMwg-KAEwAQ&iact=mrc&uact=8
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiKv_Tl-P7eAhVCM94KHVUFC0cQjRx6BAgBEAU&url=https://twitter.com/watan_shiga/status/986947704323424257&psig=AOvVaw02RF427eufhBvFGN06y9ej&ust=1543764370029791
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjby_6U-f7eAhWHM94KHenPC88QjRx6BAgBEAU&url=https://kyodonewsprwire.jp/release/201804193128&psig=AOvVaw02RF427eufhBvFGN06y9ej&ust=1543764370029791
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Ⅱ 管理運営の手法について 
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１ これまでの専門家会議の意見 

 スポーツでの収入を上げるにはJリーグの試合をどれだけ行うかが重要であり、
使用するクラブチームの自由度を高くしたことによる成功例がある。(第１回） 
 

 スタジアムを使って、どういうエンターテイメントを生み出していくのかをマ
ネジメントする中核組織が非常に重要（第１回） 
 

 スタジアムの中にアミューズメント施設などを設けることになるなら、それぞ
れにノウハウをもつ管理者が一緒に管理をするとか、アミューズメント施設は
管理委託に出すなど管理運営の手法を考えることが必要である。（第３回） 
 

 施設経営をするところが、事業収入が上げられるような余地を残すのがよいの
ではないか。単なる管理運営ではない施設経営という観点を入れると、指定管
理等も魅力的になるのではないか。（第３回） 
 

 指定管理者制度では、施設管理が中心で、収益に対しての責任が希薄になる傾
向がある。指定の期間も3年から5年で、長期的な観点に立った施設管理が行い
にくい。管理運営者に責任を持たせ、収益が上がれば自社の利益になる仕組み
づくりが必要。 また、マネジメント人材の確保がキーポイント。（第４回） 
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１ これまでの専門家会議の意見 

 PFI制度に関しては高い要求水準を当初の契約に盛り込むと、中長期的に参加
する企業にとってはそれが経営リスクとなることがある。イギリスでは、最初
に決めたことに縛られるのではなく、対話形式で修正していくという方式を
とっている例もある。（第６回） 
 

 商業ゾーンについては、一店舗ずつ募集して区画に入れていくというのではコ
ンセプトのない店舗が並ぶだけになってしまうので、全体を１つのコンセプト
で統一するためにプロデューサーを選び、そこに入る店舗と見せ方を併せて提
案してもらう方法もある。（第６回） 
 

 PFIでできるならそれに越したことはないが、スタジアムの運営は思うように
ならないことも多い。傾向としては、使い勝手や集客のしやすさを考慮して、
サッカーチームが指定管理者として運営しているところがある。（第６回） 
 

 パブリックセクター、プライベートセクター、コミュニティセクターのバラン
スがうまくとれた運営主体を育てることが大切。PFI法によらずとも、PFI的な
ものとすることもできる。（第６回） 
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２ 京都スタジアム（仮称）の管理運営の方向性 

【目指すべき姿】 
 
 ◆将来にわたる府民の負担を最小化する。 
 
 ◆スタジアムの持つ機能を最大限発揮させる。 

【検討経過】 
 
 ◆直営、指定管理者、ＰＦＩ(ｺﾝｾｯｼｮﾝ)等の運営手法を比較。 

  
   民間事業者のノウハウを最大限活用することが重要。 
  

   現時点において同種施設におけるＰＦＩ(ｺﾝｾｯｼｮﾝ)の採用事例はない。 
 
 ◆指定管理者制度で運営している類似事例調査。 
   例）カシマスタジアム 
     広島市民球場 
     大阪城公園 
 
 ◆京都府におけるプロフィットシェアリングの導入（Ｈ３０／１月～） 
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（参考）制度比較 

 

①指定管理者制度 ②PFI（運営権） 

基本事項 

事業期間 一般的に３～５年 
大阪城公園：20 年 

広島市民球場：10 年 
２０年～ 

運営・収益力強化 

コンテンツ誘致による

収益力の強化 

 

○ 民間固有のネットワークを活かした新たなコンテンツの誘致が期待できる 

運営の効率化 

 民間の運営で効率化、収益多角化の面で期待される 

△ 事業者から事業期間長期化 

   の意見がある 

○ 長期的な視点による安定し

た運営が可能 

○  PFI 事業者が長期一括で業務 

 を実施することで効率化が期  

 待できる 

 スタジアムの運営  
○ 効率化とともに、事業者としての努力が収入という形で結実

し、インセンティブが作用しやすい 

 


